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私たちはテストを比較するときに偏差値を用いている。偏差値は正規分布であ

ることを基準にして求められる。しかし私たちが実際受けるテストは、毎回分布

が異なっている。そこで正規分布の場合と正規分布でない場合(山が二つの分

布)の二つのグラフを作って比較した。グラフの条件は人数 10000 人 

平均点 50 点になるように作成した。それぞれグラフの標準偏差は正規分布のグ

ラフが 10、山が二つのグラフが 25.5 になった。それぞれのグラフの偏差値 60

の時の順位を比較する。正規分布の偏差値 60 の時の順位は 1468～1710 位にな

り、正規分布でないほうの偏差値 60 の時の順位は 2033～2204 になった。つま

り分布が違うテストの偏差値を比べる場合、平均点が同じで偏差値が同じでも

順位が一致しないことが分かった。今回の結果では約 800 位の差が生じてしま

う可能性がある。このことから異なる分布のテストで偏差値の比較をするとき、

順位と偏差値の関係は一定でないことが分かった。この二つのグラフは分布の

仕方つまり標準偏差に大きな差があったため順位に大きな差が生まれてしまっ

た。つまり私たちは偏差値だけでなく標準偏差も考慮して成績を比較しなけれ

ばならないのではないか。今後の展望は標準偏差の変動が偏差値と順位にどん

な影響を与えるか調べる。 

    

１ 背景 

  

偏差値はテストの結果を表すためによく用い

られる。また私たちは普段、複数のテストの

結果を比較するときに偏差値を用いることが

多い。しかしそのテストごとに条件(人、問

題、など)が違うため、テストごとに分布は異

なってしまう。 

 

  

偏差値：全体のうちどれくらいの位置にいる

か表した数。 

 

 

偏差値の定義 

偏差値＝(得点−平均点)÷標準偏差×10+50 

で求められる。 

 

正規分布：平均値に最も多く分布する左右対

称な釣り鐘型の分布。平均値と中央値と最頻

値が一致する。 

 

 

 

図１、正規分布のグラフ 

  



 

２ 研究動機 

私たちは普段、テストの結果を比較するとき偏

差値を利用している。しかしテストごとに受験

する人やテストの難易度などが変わってしま

う。それなのに成績の推移を偏差値の変化だけ

で判断していることが多い。したがって、テス

トによって分布が大きく変わってしまうことが

ある。そこで私たちは、分布の違いがテストに

どのような影響を及ぼすのかを調べようと思っ

た。 

 

 

 

３ 序論 

偏差値は正規分布であることを基準として求め

られる。つまり偏差値は分布が正規分布に近い

ほど正確な評価ができる。しかしテストによっ

て受験する人や問題の難易度が変わってしま

う。したがって実際のテスト結果の分布が必ず

しも正規分布になるとは限らない。しかし私た

ちは分布が異なるテストの結果を偏差値で比較

している。私たちは分布が異なるときの成績は

偏差値を用いることで比べることができるのか

という疑問を持ちこの研究にのぞみました。 

 

 

 

４ 研究方法 

 まずテストの結果の分布が正規分布になった

ときと正規分布にならなかった場合（山が二

つになった時の分布）を比べる。 

 

 そのために Excel を用いて成績の分布が正規

分布になるときのグラフと、正規分布にならな

いとき（山が二つになる分布）の分布のグラフ

を作った。 

  

 

 

そしてそれぞれのグラフにおいて偏差値６０を

とったときの順位を比較する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

図２ 

  

 図２は成績の分布が正規分布になるときのグ

ラフを作成したものである。（グラフＡ） 

 

 

 

図３ 

 

 図３は正規分布でないとき（山が二つになる

分布）の分布のグラフである。（グラフＢ） 

 

 

 



 

 

                          

グラフの条件                                      

 

                           

 

 

 

 

 

 

図２ 

 

図３ 

 

 

縦軸は人数 

横軸は得点 （１００点満点） 

人数は１００００人 

平均点は５０点 

になるように作成した。 

 

 

この時にそれぞれ標準偏差は 

正規分布 １０ 

正規分布ではない ２５．５ となった。 

 

 

５ 結果・考察 

 

 

図４ 

図４によると、偏差値６０をとった時の順位

は、 

グラフＡでは１４６８～１７１０位 

グラフＢでは２０３３～２２０４位 

となった。偏差値６０をとった人の人数は、ど

ちらのグラフでも複数人いたため上のような表

記をしている。 

この結果から、分布の仕方が異なるグラフの、

同じ偏差値をとった時の順位は一致しないとい

うことが分かった。つまり、分布の仕方が異な

るグラフでは、同じ順位をとっても偏差値は一

致しないということが分かった。よって、分布

の仕方の異なるグラフを比較すると、偏差値と

順位の関係は一定にはならないということが分

かった。上のグラフでは、偏差値６０のときは

最大８００位の差が生まれることが分かった。

このことから、分布の仕方が異なるグラフで

は、偏差値による正確な成績の比較はできない

ということが分かった。 

では、なぜ分布の仕方が異なると順位に差が生

まれるのだろうか。そこで、私たちは、標準偏

差に注目した。グラフＡとグラフＢでは、分布

の仕方に大きな差があった。つまり、分布のば

らつきを表す数である標準偏差にも大きな差が

生まれたのである。よって、この標準偏差が偏

差値と順位の関係に影響を与えていると私たち

は考察した。 

 

４ 展望 

 以下の研究より偏差値と順位の関係は一定で

ないということが分かった。しかし、実際に標

準偏差がどのような影響を与えるかは解明でき



ていない。今後の研究では、偏差値と順位の関

係に、標準偏差を加味して研究していく。 

 まず分布の仕方の異なるグラフをもっと多く

作る今回は、二種類のグラフしか用いなかった

ため、さらに多くのグラフを比較することで、

標準偏差が与える影響をより明確にしていきた

い。 

 そして、その作ったグラフの偏差値と順位の

関係を、正規分布のときと比較し、標準偏差の

影響を明確化させていきたいと考察していきた

い。 
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